
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都の学校では、毎年７月に

小学校 5 年生と中学校２年生を

対象に、学力調査（「児童・生徒の

学力向上を図るための調査」）を

実施しています。 

この結果について、本校では、

併設型小・中学校の特色を生か

し、小学校と中学校の教員が合同

で分析を行っています。 

それぞれの小問について、都全

体と本校の結果とを比較して、特

に正答率（正答の割合）が低かっ

た問題について、その要因と重点

的に指導が必要な学習内容を考

えます。 

例えば、中学校２年生の数学の

出題内容が中学校１年生で学習

した単元だとします。その単元を

理解するためには、小学校のどの

学年のどんな内容が関係してい

るのかについて検討し、左のよう

な表にまとめます。 

小・中学校 9 年間の系統性を

明らかにすることで、どの学年を

受け持った場合でも、教員が何を

重点的に指導すればよいかが分

かります。 

このように、本校では、各教員

が小・中のつながりを意識して各

教科の指導を行い、子どもたちの

学力向上を図っています。 


